
月
山
卯
歳
御
縁
年
で
す

令
和
５
年
は
卯
（
ウ
サ
ギ
）
年
。

出
羽
三
山
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
開
山
さ
れ
た

十
二
支
の
御
縁
年
に
登
る
と
、
よ
り
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
卯
年
で
あ
る
欽

明
８
年
（
５
４
７
）
に
、
月
山
神
が
姿
を
現

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年

は
月
山
卯
歳
御
縁
年
に
当
た
り
ま
す
。

月
と
の
関
わ
り
が
深
い
ウ
サ
ギ
は
、
月
山

で
は
月
山
神
の
使
い
と
さ
れ
て
い
て
、
八
合

目
の
御
田
原
神
社
の
そ
ば
に
は
大
き
な
ウ
サ

ギ
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
羽
黒
山
・
松
例
祭
の
神
事
「
験げ
ん
く
ら競

べ
」
に
も
ウ
サ
ギ
が
登
場
し
ま
す
。
こ
の
神

事
は
、
12
人
の
山
伏
が
、
カ
ラ
ス
の
よ
う
に

飛
び
上
が
る
力
と
、
机
を
素
早
く
叩
い
て
信

心
を
伝
え
る
力
を
競
い
合
う
も
の
。
ウ
ササ
ギ

は
、
神
の
使
い
と
し
て
判
定
役
を
務
め
まま
す
。

カ
ラ
ス
は
羽
黒
神
の
使
い
で
〝
太
陽
〞〞
を
、

ウ
サ
ギ
は
〝
月
〞
を
、
山
伏
の
人
数
は
12
か

月
を
象
徴
し
、
日
月
の
運
行
か
ら
１
年
の
吉

凶
を
占
う
神
事
な
の
だ
そ
う
で
す
。

で
す
。

で
す
。

野
生
動
物
と
し
て
の
ウ
サ
ギ

雪
原
に
点
々
と
続
く
不不
思
議
な
形
の
足
跡
。

野
生
の
ノ
ウ
サ
ギ
を
見
たた
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
山
形
県
に
生
息
し
てて
い
る
の
は
ト
ウ
ホ

ク
ノ
ウ
サ
ギ
と
い
う
種
類類
で
、
雪
の
上
で
も

沈
ま
な
い
大
き
な
後
ろ
足足
や
、
冬
に
な
る
と

真
っ
白
に
な
る
体
毛
が
特特
徴
で
す
。
庄
内
で

も
昔
か
ら
、
毛
皮
や
食
肉肉
と
し
て
人
々
に
利

用
さ
れ
て
き
た
、
身
近
なな
動
物
で
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
の
調
査査
で
、
ノ
ウ
サ
ギ
が

全
国
的
に
減
少
傾
向
に
ああ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
山
村
の
過過
疎
化
な
ど
で
、
里

山
の
管
理
が
行
き
届
か
なな
く
な
り
、
ノ
ウ
サ

ギ
の
好
む
草
原
的
環
境
がが
減
っ
た
こ
と
が
原

因
の
一
つ
だ
と
推
察
さ
れれ
て
い
ま
す
。

人
間
と
自
然
と
の
関
わわ
り
方
の
大
切
さ
を

考
え
さ
せ
ら
れ
る
例
で
すす
。

▲ノウサギの足跡。跳び箱を越えるように、大きな
後ろ足を前に出して跳ねていきます

▲月山・御田原神社の「なで兎」

▲松例祭「験競べ -兎の神事」（提供：羽黒町観光協会）

災
い
を
飛
び
越
え
て

「
脱
兎
の
勢
い
」「
兎
の
登
り
坂
」
な
ど
の

慣
用
句
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
ウ
サ
ギ
に
は

追
わ
れ
る
存
在
な
ら
で
は
の
、
強
じ
ん
な
脚

力
を
持
つ
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に

描
か
れ
た
と
さ
れ
る
国
宝『
鳥
獣
人
物
戯
画
』

で
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
ウ
サ
ギ
が
、
伸
び
伸

び
と
走
り
回
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
続
く
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
令
和
５
年
。
厳
し
い
自
然
界
の

中
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
ウ
サ
ギ
か
ら
、
生

き
抜
く
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

う

環
境
に
配
慮
し
古
紙
再
生
紙
と
植

物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

令
和
５
年
１
月
号
　
N
o
.298

広
報
つ
る
お
か


